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発達障害は「先天的なハンディキャップなので、ずっと発達しない」のではなく、発達のしかたに生まれつき凸凹がある障害です。人間は、時代背景、その国の文化、社会状況、家庭環境、教育など、多様な外的要因に影響を受けながら、一生かけて発達していく生物であり、発達障害の人も同様であると考えていいでしょう。つまり、成長とともに改善されていく課題もあり、必ずしも不変的なハンディキャップとは言い切れないのです。もちろん個人差はありますが、「障害だから治らない」という先入観は、成長の可能性を狭めてしまいます。周囲が彼らの凸凹のある発達のしかたを理解しサポートすることにより、「ハンディキャップになるのを防ぐ可能性がある」という視点をもつことは重要です。　　　　　　　　（発達障害情報センターＨＰより）
私たちはＬＤをひろくとらえていきたいと思っています。 
ＬＤのための支援で伸びる子は私たちの仲間です。 


· 役員による相談受付や専門機関への紹介
· 教育再生会議委員でジャーナリストの品川裕香氏をお招きしての定例会（‘０７年３月）

· 小栗正幸氏（元宮川医療少年院院長）をお招きしての県と合同主催講演会（‘０８年８月）

· 教育・医療・福祉等、様々の分野からの講師によるミニ講演（定例会）
· 講師・スーパーバイザーの助言を頂きながらの座談会（定例会）
· 隔月に行う子どもの活動「青空エシャロット」（定例会時）→お菓子作りや読み聞かせ

素晴らしい教育の実践者をお招きした「わくわくキャンプ」
· 「パンカフェののな」等で行うランチ会議（本会員が主体）
· 「パンカフェののな」で行った作品展（本会員が主体）
· 教育センター等、施設への見学会（本会員のみ）
 
· 専門家の先生をお招きしての、月１回の定例会
· 機関紙の発行（季数）
· 保護者のみでおしゃべりする交流会
· サポート会員の募集（教員や専門家）→現在約１５名

★☆年会費☆★
　　　
２，０００円（１０月以降入会の場合、１，０００円）
◇定例会へは、会員でなくても参加出来ます。◇
毎回・参加費５００円をお支払いください。
キリトリせん

らっきょうの花・入会申込書
お名前（親）：　　　　　　　　　　　　　（　本会員　・　サポート会員　）

所属（サポート会員のみ）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
お名前（子）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学齢　　　　　　）
お名前（子）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学齢　　　　　　）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
お電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　（ＦＡＸ　有り　・　無し　）

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（携帯可）




本会は、LD（学習障害）、ＡＤＨＤ、アスペルガー障害等の広汎性発達障害、また診断は無くても


不登校や不適応行動で苦しんでいる子ども達、そして、家庭や学校・社会で「ちょっと個性的」と


思われている『困り感を抱える子ども達を支援する親の会』です。





☆スーパーバイザー　　原田　豊先生（精神科医・県立精神保健福祉センター・所長）

















ＮＰＯ法人全国ＬＤ親の会・日本発達障害ネットワーク所属





らっきょうの花





入会申込み＆お問い合わせは・・・


　困り感を抱える子を支援する親の会『らっきょうの花』


サイトウ　電話・FAX 186-0857-50-0801まで


メール　ｒａｋｋｙｏｕ８７＠ｙａｈｏｏ．ｃｏ．ＪＰ


★ブログやってます！『 困り感／らっきょうの花 』で検索してね (携帯ＯＫ)








今までの活動内容（一部）








親の会の活動








